第28977号    2010年6月13日                          　   教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     ヨハネ１５：１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　ダビデの鍵を持っているお方　　　黙示録　３：７－１３
レークサイド教会は６月で創立６７周年を迎えることが出来、教友の方々と共に喜びを分かち合うこと、感謝です。主の守りと導きの下に、過去、現在、そして遠近の主にある方々の篤きお祈りと、サポートによるご協力があったからで、主の御名を崇め、
皆様に感謝申し上げます。レークサイド教会は１９４３年戦争の最中でしたが、アメリカのクリスチャンのご好意により、日系人教会としてシカゴのムーディー・メモリアル教会のルームを借りることができて正式に発足することができました。イエス・キリストに在る者はみな兄弟姉妹として、キリストの愛のもとに、人種、国籍を超えて天国の市民であることを体験してまいりました。
　様々な困難な中で、ムーディーメモリアル教会のアイロンサイド牧師が、黙示録の中の御言葉を引用しながら祈ってくださいました。

　
１．フィラデルフィア教会の背景

黙示録は神がヨハネに啓示されたもので、神の言とイエス・キリストの証し、来るべき出来事を示し、そして迫害の中にある　人々を励まして、希望と平安と喜びを与えています。過去の人々にだけでなく、現在の私たちにも語られているメッセージです。ヨハネは御霊に感じ、巻物に記してアジアにある七つの教会に送りました。フィラデルフィア教会は七つの教会のうちの一つです。フィラデルフィア教会はローマ帝国の迫害のもとにあったけれど、外部からの迫害による苦難だけでなく、教会内部にもリベラルな流れ、この世との妥協、背信、偶像、偽りの教え、その他の誘惑などによって真の神から遠ざけてしまう揺さぶりの困難に遭遇しつつも主とその恵みの御言葉にしっかり立って、信仰の証しをして主に賞讃されました。今の時代でもある国々は厳しい迫害の中にありかますが、私たちが住んでいる環境では昔のような厳しい迫害はないでしょうが、エペソ6:12に示されているように悪魔がこの世の君として横暴を振っている世界において、激しい霊の戦いの中にあります。
２．鍵の保持者、イエス・キリスト
創立牧師である葛原定市牧師が、会堂を借りるためにムーディー・メモリアル教会のアイロンサイド牧師に接しましたが、なにせ戦争の最中であり、ルームを借りることは厳しい状況でした。そういう状況でありながらも、アイロンサイド牧師は最初から理解と同情を示してくださって、黙示録3:7, 8 の御言葉 「聖なる方、真実な方、ダビデのかぎを持っている方、彼が開くとだれも閉じる者がなく、彼が閉じるとだれも開く者がない。その方がこう言われる。『わたしは、あなたの行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることのできない門を、あなたの前に開いておいた。・・・』」を引用して祈ってくださいました。この御言葉はフィラデルフィア教会にあてて書かれたものですが、非常に励ましとなりました。ルーム貸与についてムーディー・メモリアル教会の役員会
にかけ、検討され、多くの祈りが積まれました。戦争中のことであり、日系人がアメリカの教会に出入りすることは、クリスチャンでない人たちから教会に迷惑をかけるであろうことを強く心配する向きもあったけれど、不思議なことが起こりました。葛原定市牧師の息子さんがアメリカ軍に仕えていた隊長から手紙が来てその要点は、「あなたの息子さんはアメリカ市民として立派に仕えている、息子さんを送ってくださってありがとうございます・・・」の内容のものでした。その手紙を見た役員たちは、私たちと同じアメリカ人であり、キリストに在る人はみな兄弟姉妹であるということで、レークサイド教会のためにも門が開かれました。人間の努力もありましたが、全ては神の御手の中にあり、神の愛と恵みがこのような方法であらわれされました。
ダビデのかぎというとき、イザヤ22: 22の引用であるが、ダビデの王国、すなわち神の王国への門の開閉をする権威を意味し、
現在および来るべき全宇宙の絶対的権威をもたれる主が支配しておられることです。その主が全てを理解し、忠実に従うものに力を与え、支えてくださることはなんと力強いことでしょう。
３．天国の市民とされた者の祝福
当時のフィラデルフィア教会を取り巻く環境は、政治的、社会的、宗教的（偶像による）に非常に悪かったけれど、主とその恵みの御言葉に忠実に従う者を主はあらゆる患難から守り続けました。主はこの世において忠実に従う者を守り、祝福し、さらに来る御国において豊かな報酬を約束していてくださいます。そして再びこの地上に来られて全てを新たに造り変えてくださり、信じ従う者に神の子とされた証明として「神の名」と天国の市民権の証明として「新しいエルサレム」の名と、そしてどのような名であるか楽しみの「主の新しい名」とが書き付けられます。
父と子（キリスト）と聖霊の三位一体の神は天と地とにわたって働いておられ、主と共に在るものはこの地上にあって天国の前味を味わいつつ、永遠の御国を目ざして進むことができます。キリストの教会はキリストの体であり、クリスチャンはその生ける体につながれた枝としての部分です。再臨のとき、教会はキリストの花嫁として迎えられます。待ち焦がれるではありませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞
